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工　 問題の所在

　大学全入時代 を迎え日本の大学の教育力の向

上が問われている。各大学では 「授業の内容や

方法の改善を図るための組織的な研修や研究」,

FDの 取 り組みが活発に行われている。大学授

業をいかに改善するか。その模索の中に学生が

希望する双方性や参加型の授業がある。大学が

本務 とする理論的で体系的な知識伝達の講義科

目の中にそれをどのように組み込んでい くかが

今後の授業改善の焦点になると学生の意識調査

結果 をもとにした報告がある1)。この 「一方通

行でない授業への試み」は以前か らあ り,),双

方向型の授業への要請が近年一層増 して きてい

ると言える3)。

　当然,こ の授業改善は大学教育の質の保証 と

結びつ くものでな くてはならない。大学教育の

質とは学部,専 門領域によって異なるが,教 員

養成大学 ・学部にあっては教師教育の視点から

考える必要がある。教育学,教 科教育学,心 理

学等の成果の伝達を前提 としなが らも,学 校現

場が直接求める授業内容,授 業方法,更 には学

生の教職への関心 ・意欲の喚起までを教育内容

として取 り上げることが望まれる。大学の教職

課程の役割は 「教科指導,生 徒指導等に関する

最小限必要な資質能力の育成」にある、)。しかも,

その能力育成には教育の持つ不易の側面 と流行

の側面が伴う。流行の側面でいえば時の教育課

題に応える資質能力の育成である。

　平成20年1月,中 央教育審議会初等中等分科

会教育課程部会が 「幼稚園,小 学校,高 等学校

及び特別支援学校の学習指導要領の改善につい

て」答申 した。平成20年 版学習指導要領改訂の

骨格の公表である。10項 か ら成 り,9項 目には

「教 師が子 どもたち と向 き合 う時間の確保など

の教育条件の整備等」の記述がある。「生 きる力」

の理念の実現に向けて,個 々の子どもの知識 ・

技能の習得,思 考力 ・判断力,表 現力等の育成,

言語活動等の充実が改善事項 とされ,そ れには

「教 師が子 どもたち と向 き合 う時間の確保」が

不可欠であるとの指摘である5)。答申はそれに

ついて教職定数の改善,時 間確保,指 導の諸方

策など条件整備を上げている。 しかし,授 業の

中で教師が子どもと向き合 う時間における教育

の在 り方こそ課題であ り,そ こが新教育課程の

重要なポイン トとならなくてはならない。

　筆者はこれまで大学授業の活性化と学習の質

的向上 を意図 してコミュニケーション重視の教

授方法を継続研究 している。授業における 「受

講者ノー ト」活用の機能の究明である。すでに,

「受講者ノー ト」の原理の整理と 「受講者ノー ト」

が学生の論理的思考 ・記述の基礎学力(以 後,

論述基礎力と記す)の 育成に有効であることを

明 らかにした。 さて,こ の 「受講者ノー ト」活

用の授業展開の中にこそ,現 在,問 われている

「教 師が子 どもと向 き合 う時間の確保」が真に

求める教育の意図が内在 していると考える。

　そ こで,本 小論では本学の多人数大規模授業

における 「受講者ノー ト」活用の機能の検証と

「受講者ノー ト」活用 を手がか りに,新 教育課

程改善で提起された 「教師が子 どもと向き合 う

時間」の真の教育意図について考察していきた

いと思 う。
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皿　 新教育課程 と 「受講者ノー ト」活用の構想

　 1　 「社会科教育法」教育における 「受講者

　　ノー ト」活用の理論

　授業 とは,教 師,学 習者,教 材の三者で構成

される。教材に媒介された教師 と学習者の相互

主体的な活動過程が授業の本質である。その中

核 は教授 ・学習過程(teaching-learning　process)

にあり,教 師の教授活動と生徒の学習活動との

協 同により成 り立つ授業の過程である。その教

授 ・学習過程 には次の原理が付随 し,「受講者

ノー ト」にはその原理を起動 させる機能がある6)。

　 (1)教 授 ・学習過程成立の 「学習者理解」の

　　原理

　教授活動には学習者理解が前提 となる。二百

名を越す学生が対象の場合も例外ではない。授

業計画実施の期間中,各 学生の受講者ノー トを

継続的に捉えると,当 人の筆跡,文 体等の外的

表現の特徴のほか,授 業内容の理解,能 力,態

度に関する学力評価,及 び,内 的特徴である認

知傾向,感 受傾向,操 作傾向,更 には自己教育

性促進の経路の理解 も可能になる。「受講者ノー

ト」はこうした個別の学習者理解 を可能にし,

教授 ・学習過程成立の条件を充たすことになる。

　②　教授 ・学習過程成立の 「三方 向のコミュ

　　ニケーション」の原理

　教授 ・学習過程における教師と学習者の相互

交渉の手段 としてコミュニケーション活動があ

る。坂元昴は授業を教師や教材を含む教育環境

とコミュニケーションによる行動変容の過程 と

捉 え,そ こに本質的で単純な三方向のコミュニ

ケーシ ョンがあるという,)。「行って,返 って,

また行 く」 という平易な表現によるこの活動の

維持 は,授 業成立には不可欠であ り,「受講者

ノー ト」はこれを可能にする。

　 (3)教 授 ・学習過程成立の 「自己教育」の原

　　理

　教授 ・学習過程の目的は学習者の 自己教育の

増進にある。本来,授 業の究極のね らいは教師

の伝達過程に触発された学習者の発達過程にあ

り,授 業の 目的は学習者自身が自己発達を遂げ

る自己教育力の育成にある。梶田叡一は自己教

育性を構成する要素 として基本的な四側面 ・七

視点をあげている。(図1)四 側面 とは1「 成

長 ・発展への志向」II「 自己の対象化 と統制」

皿 「学習の技能と基盤」IV「 自信 ・プライ ド・

安定性」である8)。「受u者 ノー ト」 は,学 習者

が内に持つこの四側面に作用 し,自 己教育性の

促進を可能にする。

　 (4)教 授 ・学習過程成立の 「自己学習」の原

　　理

　教授 ・学習過程の目標 は学習者の自己学習の

増進にある。自己学習とは 「学習意欲 と学び方

の習得」である。 自己学習 と自己教育の違いは

自己教育が 「学習意欲 と学び方の習得,生 き方

の探求」 という陶冶 と訓育の統合の概念である

のに対 し,自 己学習は訓育を含 まない陶冶の概

念である。学び方を学びつつ学習課題の解決に

取 り組む意欲,能 力であるg)。「受講者ノー ト」

は,そ の学 び方にかかわる 「問いを立てる能

力」の酒養を可能にする。

　 (5)教 授 ・学習過程成立の 「学習集団成長」

　　の原理

　教授 ・学習過程成立の環境 として学習集団の

整備 ・成長がある。学習集団とは 「共通の目的

をもって相互作用をする成員の集まり」であ り,

学習 という共通の目的の もとに一定期間,相 互

作用をもつことにより,成 員問に心理的一体感

と自己の行動基準を方向づける作用を持つ集団

をいう1。)。「受講者 ノー ト」が対象 とす る受講

集団は,初 等,中 等教育における学級 ・学習集

団とは異なる短期の集団である。生活場面はな

く,目 的的に集うに過ぎない成員相互の関係が

希薄な学習集団である。「受講者 ノー ト」はそ

の受講集団の成長 とモラールの高揚 までを可能

にする。

　 2　 新教育課程の理念 と 「受講者ノー ト」活

　　用の構想

　 「教師が子どもたちと向き合 う時間」で期待

される教育意図と方法について中央教育審議会

答申では 「一斉指導の方法に加 えて個に応 じた

教育の実施」 と記す に留めているlll。新教育課

程の理念に基づ き,そ こで期待 されるねらい と

方法 を構想すると次の教授,反 応受容,評 価 ・

助言の育成活動が考えられる。そのねらいは,
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図1　 自己教 育の構 えとカー主要な諸側面

①授業における個別の学習者理解,② 知識 ・技

能の習得 と思考力 ・判断力,表 現力の育成,③

「生きる力」の育成,④ 学習者相互の学びの共

有の場の設定である。教育は対象の理解に始ま

る。答申内容の②知識 ・技能の習得と思考力 ・

判断力,表 現力の育成,③ 「生 きる力」の育成

には①授業における個別の学習者理解が欠かせ

ない。また,「 他者 と共によりよ く生 きる生 き

方の探求12dは 授業集団における 「生きる力」

の態度化に当たる。この4点 の教育意図の達成

には三方向のコミュニケーションの維持 と学習

者の学習状況の反応表現が必要になる。

　 以上の教育意図 と方法 は大学授業 における

「受a者 ノー ト」活用の機能と合致する。

　 i「 受講者ノー ト」の活用によ り,「三方向

のコミュニケーション」が維持 され,個 別の学

習者理解が可能になる。学力実態のほか個別の

認識,能 力,態 度(認 知傾向,感 受傾向,操 作

傾向)の 傾向の理解,過 去の学習経験,生 育歴

の実態把握などが 「受講者ノー ト」か ら読み取

ることができる。

　 ii「受講者ノー ト」の活用により,論 述基礎

力の育成,自 己学習力の酒養が促 され,講 義内

容の知識 ・技能の習得と思考力 ・判断力,表 現

力の育成を図ることがで きる。

　 iii「受講者 ノー ト」の活用によ り,「生 きる

力」 と同意語の 「自己教育性」が促進 される。

教授,反 応受容,評 価 ・助言の一連の教師の活

動の中で,「 受講者 ノー ト」の記述 を通 して学

生は,自 己教育性の四側面 にかかわる活動を始

動するようになる。

　 iv「受講者 ノー ト」の活用によ り,受 講者相
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互の学びの共有の場が設定 される。他者 と共に

よりよく生きる生き方 ・学び方が促 され,講 義

計画実施の進行に伴い受講集団のモラールの高

揚が期待できる。

　 このように,教 員養成大学 ・学部の授業の中

で 「受講者ノー ト」を活用す ると,学 生は 「教

師が子 どもたちと向き合 う時間の確保」が求め

る教育の意図 と方法を理解 し,そ の取 り組みに

関心を示すようになる。

皿　 「社会科教育」における 「受講者ノー ト」

　活用の実践1

　大講義 「社会科教育方法論」(2008年 前期)

における 「受a者 ノー ト」の原理の検証

1　 授業計画の概要

　平成20年 度 「社会科教育方法論」 は,次 の計

画で実施 した。社会科の本質,性 格,目 的に関

する内容は3回,社 会科の教育内容 に関する内

容は4回,社 会科の授業構成 と評価 に関する内

容は4回,社 会科教師の在 り方に関する内容 は

2回 であるユ3)。

2　 「受講者ノー ト」活用の計画

　(1)「 受講者ノー ト」の配布 と内容

　 「受講者ノー ト」とは,個 別的には,授 業者

の講義内容に対する受講者の主体的な認識,思

考,意 見等を記す用紙 と全体的には,そ の内容

からなる印刷物 をいう。毎回,講 義終了10分 ～

15分前に記述させ,そ の内容の主な ものを十数

名選んでは印刷,翌 週,個 別の用紙 の返却 と共

に受講者全員に配布(A4サ イズ2枚)す る受

講者の反応記録である。毎回,公 平 を期 して新

掲載の学生のノー トの一部,又 は全文を優先的

に取 り上げるが,該 当項 目に適切に触れた記述

が見当たらない場合は重複学生のノー トを適宜

加 えることにする。

　(2)「 受講者ノー ト」の評価

　講義の中で学生の論述基礎力の育成を図るに

は,講 義内容の理解の叙述が前提になる。学生

の主体的思考を重視するとはいえ,講 義テー

マ ・講義内容から逸脱 した叙述であってはなら

ない。講義時聞における学生の論述基礎力支援

は,講 義内容の理解の深化 と発展に資す る過程

で行 うのが妥当である。そこで,毎 時の 「受講

者ノー ト」の記述内容の評価 は積極的に行い,

その評価 ・助言の蓄積を通して論述基礎力の向

上を図る。具体的には,個 別の 「受講者ノー ト」

に助言の記述 と合わせて次の評価を示 してい く。

　　Aマ ル:講 義内容の理解のまとめと考察に

　　　　　　優れる叙述

　　A:講 義内容の理解のまとめと一部考察が

　　　　見 られる叙述

　　 B:it　 内容のまとめが断片的に見 られる

　　　　叙述

　　 C:講 義内容の理解が不十分な叙述

　　 D:講 義内容とは無関係な感想,意 見の叙

　　　　述

　　第1回(4月10日)の 「受a者 ノー ト」で

　は,評 価C,Dの ノー トが多かったため,「評

　価C,Dの ノー トへの助言」 と題 して項を設

　け,受 講者全員に周知 を図った。

　　①講義内容の理解を伴わない主観的な感想

　　　を先行 させない。

　　②講義内容の断片的,羅 列的な理解の記述

　　　は不十分。文相互の関連に努める。

　　③ テキス ト,資 料を参考にして用語は正 し

　　　 く使用。誤記は理解をあいまいにする。

　　④講義テーマに基づ く内容の理解の記述を

　　　心がける。テーマは飾 りではない。

3　 「受講者 ノー ト」の原理,機 能に関する学

　生の意識

　 (1)「 受講者 ノー ト」の原理,機 能に関する

　　意識調査の実施

　 「社会科教育方法論」 における 「受講者ノー

ト」の活用について受講学生を対象 にアンケー

ト調査(無 記名)を 実施した。そこでは 「受講

者ノー ト」の原理に関する項 目の回答 とその理

由(記 名記述)に ついて調べた。一部,平 成19

(2007)年 度以前の回答も合わせて記す と次の

通 りである。

1　 個別の学習者理解に関する記述

・先生が個人を大切にしていることが感 じられ

　た。私 自身,正 直,真 剣に書いていなかった。

　友人が懸命に書 く姿 を見てこれではいけない

　 と書 くようになった。　 　 　 　 　 (1.A)
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表1　 「受講者ノ ー ト」の原理 に関する学生の意識調査結果 2008.7.17調 査

　 　 190名 回 答

機能の項目

1　 個別の学習者理解

2　 　三方向のコミュニケーションの維持

3　 自己教育性の促進

4　 自己学習の促進

5受 講集団のモラールの高揚

とても思う

152　　(80%)

146　 (76%)

iii　 (ss%)

132　 (69%)

136　 (71%)

少し思 う

38

42

55

57

47

あまりない

2

4

1

7

全くない

・平成14年 度:学 生一人一人を理解しようと努

力 されている姿。「受講者 ノー ト」をしっか

　り読んで くださり意欲がでました。　 (H.Y)

・平成18年 度:こ の講義で初めて"自 分を見て

　くれる"先 生に出会えた気が します。「受講

者ノー ト」は自分の理解度を客観視でき,妥

協を許さないきびしい評価にはどきどきしま

　したが,私 のやる気の源で した。　　 (Y.S)

2　 三方向のコミュニケーションの維持に関す

る記述

・自分自身す ごく成長 したと感 じ自分の記述に

　自信が持てるようになった。三方向のコミュ

ニケーションによる教育の力に驚いた。

　　　　　　　　　　　　　　　　　 (M.K)

・平成14年 度:大 学の講義は 「行って」が主で

すが,こ の授業 は 「返って」「また行 く」が

あり本当に頭を使います。「人間は見つめられ

るときれいになる」。謎が解けました。(H.S)

・平成16年 度:「 受講者 ノー ト」,先 生が私達

の見ていないところでコミュニケーションを

　とって くださっているのだと改めて感 じまし

た。　　　　　　　　　　　　　　 (Y.Y)

3　 自己教育性の促進に関する記述

・ 「受講者 ノー ト」,1,2回 は書かされてい

る意識が強かった。 しか し,書 いてい くうち

　に 「受講者 ノー ト」記述のため自分の中でも

　う一度講義 をしてい くのが習慣 になった。 自

己教育力の促進が意識で きるようになった。

　　　　　　　　　　　　　　　　　 (T.H)

・平成17年 度:今 日の講義で何かを掴 もう,学

ぼうと聞 く姿勢,臨 む姿勢が意欲的にな り,

最後にまとめることで理解を深 く確かなもの,

　自分のものとすることができた。意志をもっ

て授業に臨み,理 解を文で表す大切 さを感じ

た。　　　　　　　　　　　　　　 (T.T)

・平成18年 度:単 に私達の理解 ,書 く練習のた

めだと思っていたが,知 らない問に,毎 時間,

　目標 と意欲を持って講義に臨むことができた。

　　　　　　　　　　　　　　　　　 (K.Y)

4　 自己学習 ・問いを立てる能力に関する記述

・ 「受講者ノー ト」を書いている中で 「なぜ?」

の問いが生まれた。そこからまた考え直し,

再理解するように自己学習力が育成 された。

　　　　　　　　　　　　　　　　　 (Y.K)

・平成17年 度:「 受講者 ノー ト」を書 くと思っ

て講義を聞くと,「へ えっ。～はどうなのか

な?」 という自分の心の中の声を聞くことが

　できた。　 　 　　 　　 　 　　 　　 (K.M)

・平成18年 度:「 何について書 くのか」「どの

　ように書 くのか」「なぜそうなのか」「これで

　よいのか」。問いがなくては考えることも表

す こともできない。　 　 　 　 　　 　 (A.S)

5　 受講集団のモラールの高揚 に関する記述

・友達の記述 と見比べる作業を通 して本当の意
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味で授業と向き合い,授 業内容 と向き合い学

　びを深めることができた。木曜2限 は眠 くな

　る時がなかった。　　　　　　　　 (M.Y)

・平成17年 度:「 受講者ノー ト」 を書 くことで

金1ク ラス全体が真剣 に授業を聞 き,考 える

　ことがで きていた。理想の授業だ と思 う。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　(0.Y)

・平成18年 度:授 業集団のモラールの高揚が教

　師になりたい気持ちを高めた。　　　 (Y.T)

6　 その他の記述

・全14回 書いて きた 「受講者ノー ト」は単なる

学習のまとめではな く,自 分 を教育 し自ら問

　いを持ちモラールを高揚させ るといった陶冶

　と訓育を担い自分 を高めるものである。教育

　はただの知識 の授受で はな く教師の人間性

　あってのものだと感 じた。　 　 　 　 (K.A)
・ 「教育は対象の理解 に始まる」。私はこの言

葉の意味の大 きさを感 じた。先生の授業の分

　か りやす さはこの熱意か ら生まれたものだと

　感じた。　　　　　　　　　　　　　 (Y.K)

・ 「受講者 ノー ト」,次 もがんばって書 こうと

思えたのは毎回の先生のコメ ントです。私の

母は小学校の教師,1ク ラス30人 を見るのも

　手いっぱいなのに200人 以上 と伝 えると驚い

　て今までの私のノー トを見せてほしい と頼 ま

　れた。初めて読む人もこの授業の内容が分か

　るとい う。「受講者 ノー ト」は紙面授業。一

　生残るものにします。　　　　　　　 (T.A)

・授業は教師,生 徒 との対話で成 り立つ。大学

　に入 ってより強 く感 じるようになった。200

　人以上の講義,自 分が しっか りしていなけれ

　ば何 も得るものはないほどコミュニケーショ

　ンが為 されていない。 しか し,こ の講義 は

違った。「受講者ノー ト」がその証である。

　どうやらこのノー トは私の一生の宝 とな りそ

　うです。　　　　　　　　　　　　 (K.K)

・ 「受講者ノー ト」の機能は私 自身が毎回体感。

　沢山のことを学び取った。　 　　　 (1.S)

4　 「社会科教育方法論」における 「受講者

　ノー ト」活用の考察

　教授 ・学習過程 には5つ の原理が付随 し,

「受講者ノー ト」は1ク ラス200名 を越す大講義

集団においてもその原理を起動 させる機能があ

る。アンケー ト調査結果によると,「受講者ノー

ト」の原理について個別の学習者理解,三 方向

のコミュニケーシ ョンの維持,問 いを立てる能

力の順に認める回答が多い。(2006年 度他大学

における調査では個別の学習者理解,三 方向の

コミュニケーションの維持,自 己教育性の促進

の順で回答が多い14)。)

　これは受講集団の規模を問わず学生が教授 ・

学習過程において,「個別の学習者理解の原理」,

「三方向のコミュニケーションの原理」「自己教

育の原理」の充足 を特に求めていることを表 し

ている。合わせて,教 授 ・学習過程における

「学習集団成長の原理」が 「受講者 ノー ト」に

おいて充足されていることが分かった。

　その他の機能については教師の在 り方を問う

記述が多い。受講者は授業内容に限らず授業方

法,授 業者の姿勢 ・態度にも関心を示している

ことが分かる。

N　 　「社会科教育」における 「受講者ノー ト」

　活用の実践2

　大講義 「社会科教育内容論」(2008年 後期)

における社会認識形成 と論述基礎力の育成

1　 授業計画の概要

　平成20年 度 「社会科教育内容論」 は,次 の計

画で実施 した。特色ある社会科授業論は3回,

各学年の社会科授業論 は4回,社 会的論争問題

の教材開発論,社 会科授業科学論,劇 化活動,

放送教材活用の各授業論,地 域調査研究の演習

発表3回 である。「受講者ノー ト」 の活用は演

習発表を除いて11回,そ の うち,第8回 「社会

的論争問題の教材 開発,授 業論」(2008年11月

14日)の 「受講者ノー ト」 と第9回 「社会科授

業科学論」(2008年11月21日)の 「受講者ノー ト」

の一部を記す と次の通 りである。

2　 「受講者ノー ト」活用の実際

　 (1)第8回 「受講者ノー ト」における論述基

　　礎力育成の状況

　第8回 「社会的論争問題の教材内容,授 業論」

の 「受講者ノー ト」では,通 常の内容項目に加

えて,そ こで見 られる論述基礎力向上のポイン
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トを示 し,該 当するノー トの一部を掲載した。

その一部 を記す と次の通 りである。

　 i　 講義のテーマ,ね らいの記述:よ いノー

　　 トは書き出しがよい。

　 ・ 「社会科授業で公民的資質は養えるか」 と

　　いう問いから今 日の講義は始 まった。公民

　　的資質を育てる授業の教材 として 「ダム建

　　設事業」が事例 として示された。ダム建設

　　はいわゆる 「個 と集団の利の対立」であり,

　　恒常的な社会的論争問題である。　 (T.Y)

　 ii　時系列に基づ く講義内容(学 習事項 ・学

　　習内容)の 記述

　　　テキス ト,文 献等か ら必要事項を引用す

　　るなど正確な知識の記述を行 う。

　 ・今 日の講義では前半は 「社会科授業で公民

　　的資質は育つか」,後 半は 「社会的論争問

　　題」「土師 ダムの教材 開発」について学習

　　 した。　　　　　　　　　　　　　 (N.A)

　 ・今 日学んだことは 「社会科授業で公民的資

　　質は育つか」 ということだ。「公民的資質

　　 とは,社 会生活のうえで個人に認め られた

　　権利はこれを行使 し互いに尊重しあわなけ

　　ればならないこと,ま た,具 体的な地域社

　　会や国家の一員 として課せ られた各種の義

　　務や社会的責任があることを知 り,こ れら

　　の理解に基づいて正 しい判断や行動のでき

　　 る能力や意識を指す もの」 と昭和44年 版小

　　学校社会科指導書にある。(略)　 (T.H)

　 iii特 に理解を深めた事項の記述

　 ・資料を読み進めるうちに私は 「社会科授業

　　で公民的資質は育つ」 と考 えた。「県民の

　　願い」 と 「土師ダム建設の経緯」で個 と集

　　団の利害の対立 を読み取 り,個 が犠牲 を強

　　い られるやむを得ない状況が学べたか らだ。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　(H.Y)

　 iv　講義内容全体,又 は一部についての考

　　察:よ いノー トはまとめの記述が よい。

　 ・堤先生の 「知る→分かる→考える→行う」

　　の四段階の学習過程のうち,「 行 う」 に重

　　点を置 く授業は一見,よ い指導法であるよ

　　 うに思われた。しかし,今 日の授業を受け

　　 て,「 行 う」だけでな くその前の 「知 る→

　　分かる→考える」 ことがあってこそ 「行 う」

　　行為が生 きるのだと実感 した。事実認識を

　　おろそかにしてはいけない。　　　 (N.M)

　 v　 今 日の講義で想起 したことなど関連事項

　　及び自己課題の記述

　 ・私は山口県川上村に住 んでいた。土師ダム

　　 と同様 「川上村 と人々の くらし」について

　　学んだ。今の当たり前が先人の努力や苦労

　　 に基づ くことが分かる。　　　　 (K.Y)

　 ・京都御池通(中 京区)整 備の際JR二 条駅

　　周辺で立ち退き ・土地提供者が昔いた。「住

　　み慣れた土地を離れるのはつらい」 と文房

　　具屋のおばさんが言っていた。　　 (Y.M)

　(2)第9回 「受講者ノー ト」における社会認

　　識形成の状況

　第9回 「社会科授業科学論」の 「受講者ノー

ト」は,1社 会科学習原理(4名)2社 会科授

業設計の二側面(3名)3事 実認識か ら価値認

識 に至る社会科学習原理(4名)4単 元 「土師

ダム」の教材 ・資料の客観的機能(7名)5今

日の授業 と経験想起,自 己課題(8名)計26名

の記述から成る。内13名 は初掲載の学生のノー

トである。

　 また,第8回 の 「受講者ノー ト」の論述基礎

力育成の記述に学び,書 き出しとまとめの記述

に工夫が見 られたノー トは79/134名,59%い た。

その一部を記す と次の通 りである。

①事実認識か ら価値認識に至る社会認識形成の

　記述
・今 日の講義では 「授業は個別的に創 られるか ,

　客観的に創 られるか」について考えた。(略)

　土師ダム同一資料 による年度別反応で子供が

　水の大切さや水没地区民の気持ちに気づいて

　 いる。事実認識 を行っただけで価値認識まで

　 できるものかと驚いた。　　　　　 (Y.Y)
・土師ダムの資料では先生は 「水を大切 にしな

　 さい」 とは言 っていない。ダムを作る側 と水

　没地区住民の事実の記録資料である　子供の

　 反応を見ると 「水は大切だ」 という認識の芽

　生えがある。子供自身による自然な認識過程

　 が重要だと思う。　　　　 .　　　 (H.S)
・今 日の講義で私の社会科授業観が変わった。
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　社会科 は暗記するのではなく事実をしっか り

　と明確 にし,そ れを基 に自分の価値観 を創 っ

　てい くことに感動 した。　　　　　　(0.M)

②発問と教材 ・資料の客観的機能による社会認

　識形成の記述

・学習指導細案 は授業の中での問い と答えのコ

　 ミュニケーションを具体化 したもの。教師が

　これを豊かに描けるほど授業時の子供の発言

　の受容 と組織化 は有効 となる。(略)高 校の

　授業は概念的知識ばか りで具体的資料 と発問

　がな くわくわ くできない。　 　 　　 (T.E)

・子供の発言の質が高いのはその背後に教師の

　発問の高さがあるというのは新 しい発見だっ

　た。教師の問いの力は子供の発想 を豊かにさ

　せるために重要である。　 　　 　 　 (S.M)

③自己の経験想起による社会認識の深化,統 合

　の記述

・私は教材 「土師ダム」の中にある 「立ち退 く

　人々への償い」を読み,大 戸川 ダム建設のた

　めに立ち退いた人々のことを思い出した。土

　師ダムのように人々の生活にな くてはな らな

　いダムになって も,立 ち退いた人々の心の痛

　みは消えないけれど,大 戸川 ダムのように建

　設が中止になってしまったら,こ のむなしさ

　をどこにぶつけたらいいのかと思 うと,心 が

　痛みます。　　　　　　　　　 　　 (K.H)
・私は香川県出身なのだが,香 川はここ数年水

　不足 に悩 まされている。京都では水道をひね

　ると必ず流れる水であるが,香 川は夜 になる

　 と水が止 まったり,ト イレの水 も流れないほ

　 ど。ダムはあるが雨が降 らないという現状。

　有名なうどんも水はな くてはならない。香川

　の子供はこの事実を受け止め節水 を心がけて

　いる。子供のうちから地域を知 り自分達で活

　動 している香川の子供を地元 なが ら素晴 らし

　いと感 じる。　　　　　　　　　　　 (M.A)

④社会的態度の自覚の記述
・私の住んでいる宇治市,天 ヶ瀬ダムに何度 も

　足を運んだことがあるが,土 師ダムと同様立

　ち退 きを求 め られた人 もいるだろう。家に

　帰った ら祖父母に市民の動 きや歴史を聞いて

　みたい。　　　　　　　　　　　　 (0.A)

・今 日の講義で山口県の人が発表 してくれた。

　 自分の知識を他の人と共有す ることで双方に

　学習意欲が増す と思う。小学校で も取 り入れ

　 たらよいと思う。　　　　　　　　　 (S.M)
・様々な地域か ら私たちがこの大学に集 まり,

　様々な地域のことを知ることがで きること自

　体がすでに社会科の学習になっていると思う。

　感謝 しないといけない。　　　　　　 (Y.A)

3　 「社会科教育内容論」にお ける 「受講者

　 ノー ト」活用の考察

　 「受講者ノー ト」は,社 会科教育方法論,社

会科教育内容論において社会認識形成 と論述基

礎力の育成に有効である。 まず,テ ーマ ・ねら

いを明確にして講義内容を時系列にそってまと

め正 しい情報整理を行う。その後,各 学生の関

心に基づき多様な解釈,考 察 を行い,文 末には

関連情報の想起 も加えて社会認識の統合 ・深化

と自己課題のまとめを行 う。上記の論の展開は,

各学生から自ず と生 まれ,こ れを 「受講者ノー

ト」で公表すると受u集 団に共感,共 有の輪が

広が り,善 さへの連鎖 として,次 回の 「受u者

ノー ト」の社会認識の記述 と論述基礎力の表現

に好影響 をもたらす。

　 「人の考えを知るとい うことは,先 生のみの

意見でないことを知ることができると共に,そ

れをふまえて時には理解が深 まり,新 たに教え

られることも多いです。この 「受講者ノー ト」

とそれを構成 している人達で,も う1回 分の角

度の違う授業を受けている気にさえなれました」

(平成7　 T.M)と は,過 年の受a者 のそれに

対する共感である。今回の実践でも受講者相互

のかかわ りによる社会認識形成と論述基礎力の

向上が見られた。

V　 結　語

　 「社会科教育法」教育の教授方法の改善に関

する研究として,大 規模授業(200名 前後)に

おける 「受講者 ノー ト」活用 の機能の検証を

図った。その結果,「 受講者ノー ト」 には通常

規模(70名 以内)の 授業 と同様,学 習者,授 業

者双方に次の機能を起動 させることが明 らかに

なった。合わせて,授 業における教師と学習者

　 ・・
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間の在 り方 を一考す る手がかりも得ることがで

きた。学習者に対す る機能は次の4点 である。

　 1つ は,「 受講者 ノー ト」活用 による学習者

にかかわる諸側面 であ る。個別の学習者理解

(学習者理解の原理),問 いを立てる能力の酒養

(自己学習の原理),自 己教育性の促進(自 己教

育の原理)の 充足である。授業に臨む学習者の

自己存在感,自 己学習状況,自 己教育の構 えな

ど個別の学習者に対する授業者の尊重,態 度が

「受講者 ノー ト」活用 に表れ,学 習者の姿勢,

態度を旺盛 にしていった。大規模授業において

も 「受講者ノー ト」 は個々の学生の受講姿勢,

受講内容,受 講態度に深 くかかわる学習条件を

備え,作 用 していたと言える。

　 2つ は,「 受講者 ノー ト」活用による教授 ・

学習過程 におけるコミュニケーション活動(三

方向のコミュニケーションの原理)の 充足であ

る。授業は,本 来,認 識過程と社会過程の同時

的過程15)であり,教 師と学習者間の社会的諸経

験の交流が講義内容の認識過程 と付随して進行

する。学生が授業の中で教師及び学生相互間で

のコミュニケーション活動に賛意を示すのは,

この授業本来の在 り方への願望である。「授業

は教師,生 徒 との対話で成 り立つ。大学に入っ

てより強 く感じるようになった。200人 以上の

講義,自 分が しっか りしていなければ何 も得る

ものはないほどコミュニケーションがなされて

いない。 しかし,こ の講義は違った。「受r者

ノー ト」がその証である」(前 掲96頁)と は学

ぶ生徒 の本心であろう。それゆえ,コ ミュニ

ケーション活動が充足 された授業では,授 業計

画の進行に伴い 「学習集団」の機能(学 習集団

成長の原理)が 活発になる。やがて,受 講集団

にモラールの高揚が観察されるのは,授 業原理

に基づ く当然の結果である。「友達の記述 と見

比べ る作業 を通 して本当の意味で授業 と向き合

い,授 業内容と向き合い,学 びを深めることが

できた。木曜2限 は眠 くなる時がなかった」(前

掲96頁)と の回答は,従 前の受講集団にも数多

く見 られた共通の反応である。

　 3つ は,「 受講者 ノー ト」は論述基礎力の基

底 をなす コミュニケーション能力向上の必要性

を促 している。授業中の生徒は,通 常,「 話す」

「書 く」のコミュニケーション活動を行っている。

「話す」 とは自己外対話,相 手が見える社会的

活動 ・自己活動である。「書 く」 とは相手が見

えない社会的活動 ・自己活動である。元来,コ

ミュニケーション活動とは社会的活動,そ の自

覚が 「話す」「書 く」の自己活動を促進させる。

人によく分かるように話す とは,話 す中身の理

解の自己活動の深化,人 によく分かるように書

くとは,書 く中身の理解の自己活動の深化 につ

ながる。授業終了十数分前 まで自己内対話を続

けて きた学生は,「受講者 ノー ト」の場の設定

により,「書 く」ことの社会的活動の自覚 を促

され,精 度の高い論述表現 に努めるようになる。

『東大合格生のノー トはかならず美 しいis)』で取

り上げたノー トと 「受講者ノー ト」の違いは,

前者は自分用のノー ト,後 者は他者にも分かる

ノー トである。「私の母は小学校 の教師,私 の

ノー ト(「受講者ノー ト」)を 見せてほしい と頼

まれた。初めて読む人もこの授業内容が分かる

とい う」(前 掲96頁)の 記述 は,他 者を意識 し

た論述基礎力の向上結果の表現 と言える。

　 4つ は,「受講者ノー ト」活用による授業者 ・

教職への関心の喚起である。受講学生はコミュ

ニケーション重視の授業展開により,講 義内容

に留まらず授業構成の諸条件に対 しても関心を

顕在化 させている。「「受講者ノー ト」は単なる

学習のまとめではなく自分を教育 し,自 ら問い

を持ち,モ ラールを高揚 させるといった陶冶 と

訓育を担い自分を高めるものである。教育はた

だの知識の授受ではな く教師の人間性あっての

ものだと感 じた」(前 掲96頁)「 教師になった時,

自分 もこのような活動をしたい」 との回答 も毎

度の受講学生に共通に見 られた反応である。学

生か らの反応を求めない一方向の授業展開を重

ねていると,学 生は講義内容にのみ関心を示し,

教授方法,教 師の役割など授業構成に必要な事

項に関する問題意識や研究態度が当面の学習者

(受講者)体 験か らは欠落 してい くのではない

か と思われる。

　次に,授 業者に対する 「受講者ノー ト」の機

能の起動である。筆者は,「 受講者ノー ト」活

　 ・・
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用による講義運営を通 して,授 業における新た

な学習者理解の蓄積 と授業原理の確認 ・検証を

行 うことができた。

　 まず,授 業における学習者理解の蓄積 として,

全授業の 「受講者ノー ト」の通読 を通 して,個

別 の記述 内容 を自己教育性の四側面の カテゴ

リーで分析すると,学 習者の中には記述傾向に

特色があることが分かってきた。即ち,学 生の

自己教育性 に関する記述の経路には,お よそ3

つのタイプがあることが推理されている17)。1

つは,「 目的 ・内容優先記述型」。知的好奇心が

旺盛で過去の学習経験 ・生育歴か ら現在 に至る

まで心理的に安定 していると思われ る学生,2

つは,「 自己優先,目 的,内 容記述型」。自己主

張が旺盛で過去の学習経験 ・生育歴から現在に

至 るまで心理的に安定していると思われる学生,

3つ は,「安定優先,自 己,目 的,内 容記述型」。

学習姿勢が消極的で過去の学習経験 ・生育歴に

おいて教師とのかかわ りの距離がやや遠 く,心

理的に不安定 と思われる学生,「 受講者ノー ト」

における教師の個別の助言や 「受講者ノー ト」

への掲載に対 して喜びを表 し,自 信 を回復,学

習意欲の向上が顕著 に見 られ始めた学生の記述

である。

　今回の大規模授業における 「受講者ノー ト」

においても同様の傾向が見 られた。 なかでも,

多人数の受講集団の中にあって教師や学生相互

聞で 日頃目立たないと思われる第3の タイプの

学生は,「 受講者ノー ト」が持つ個別の学習者

理解,三 方向のコミュニケーションの機能に敏

感に反応 していた。 「自分 自身すご く成長 した

と感 じ自分の記述 に自信が持てるようになった。

三方向のコミュニケーションによる教育の力に

驚いた」「「受講者 ノー ト」,1,2回 は書かさ

れている意識が強かった。しか し,書 いている

うちに 「受講者 ノー ト」の記述のため自分の中

で もう一度講義 をしてい くのが習慣 になった。

自己教育力の促進が意識できるようになった」

(前掲95頁)。 これに類する記述は多 く,大 規模

授業で学ぶ学生 も等 しく,と りわけ,強 く個別

の対応 を望 んでいることが分 かる。講義法 は

「短時間に大量の知識 ・情報 を系統的に受講者

全員に等 しく提示できる利点がある反面,授 業

に積極的に参加する学生と参加 しない学生 との

二極分解 に陥 りやすい欠点があるis)」と言われ

ているが,大 学全入時代の今 日,そ の問題点は

是正されな くてはならない。

　 「受講者ノー ト」活用による授業者への機能

の起動,2つ 目は 「受講者ノー ト」は授業者へ

「教師 と生徒の協同構成による授業原理」の成

果を再確認させている。第8回 社会科教育内容

論において,1973年(昭 和47)広 島県土師ダム

建設の概要を講義内容の事例 として伝えると,

第9回 の 「受講者ノー ト」では各学生から関連

情報が集まってきた。滋賀県出身の学生は数日

前の新聞報道,大 戸 ダム建設中止の問題点を取

り上げ,香 川県出身の学生は県内の数年来の水

不足 を知らせ,山 口県出身の学生は,土 師ダム

建設にあた り当時の水没地区住民が補償交渉の

ため先例地ダム見学地として地元の川上 ダムに

出向いたことに関連して,そ の川上 ダムの様子

を語っている(前 掲97頁)。 授業成立を 「教え

学ぶ教師と学び教える生徒の協同活動」 と捉え,

教師の側の学びの側面 と生徒の側の教 えの側面

の強化が真に授業内容を協同で創造,仕 上げら

れてい くとする論は至言であるlg>。筆者は長 く,

同一授業科 目の授業を繰 り返 しているが,毎 度,

新鮮な緊張感を伴い新たな授業内容 を手にする

ことができるのは,授 業者(筆 者)と 新学習者

との協同活動による授業成立の成果である。

　授業における 「教師が子 どもと向 き合う時間」

の真の意図は,個 別の学習者の反応の受容 ・評

価 ・助言活動にある。授業内容伝達の教授活動,

そこでの教師,子 供間のかかわりも重要である

が,子 供の学習状況を見極め,自 己教育に向け

た評価と支援,意 欲の喚起 を促す教授活動後の

子供 との対峙の時間も看過してはならない。「受

講者ノー ト」活用の機能は,「教師が子どもと向

き合う時間」が持つ教育的意味を示唆 している。

　 「答案は宝の山、。)」と形容する高校教師の主

張と同様,学 校教師の教授行為の目的 とその教

授行為の活力の源泉は,本 来,学 校教師による

学習者の反応 ・評価の行為にあるのではないか。

それを宝と見る見方が,今 日,全 ての学校教師
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に向けられた課題ではないかと考える。
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